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編集後記

今回は新型コロナウイルス感染
拡大防止策を講じながら「今で
きること」を中心に第５ブロッ
クの活動を紹介させていただき
ました。これまでとは違う新し
い生活様式に試行錯誤しつつ
「子どもたちのために」という
共通テーマのもと、今後も知恵
を出し合いながら活動していき
ます。
引き続き、ご指導、ご鞭撻の

ほど、よろしくお願いします。

小Ｐ連だより6４号
担当 第５ブロック
長沼小・横山第一小

由井第一小・由井第三小
由木西小・由木東小

片倉台小

片倉城跡公園
東京都指定文化財である室町時代に築城された片倉城の城
跡と周辺の優れた自然環境の保全を目的とした公園です。二の
丸広場周辺の空堀などに城跡の遺構を見ることができます。

ニッスイ八王子総合工場
子供の頃から食の生産現場にふれ、ものづくりへの興味を育んで
ほしい。食の大切さを知り、魚食に親しんでほしい。そんな思いか
ら、八王子総合工場で地元の小学生の食育のため、工場見学
を受け入れています。また、八王子総合工場では地元の親子を
対象とした食品づくり体験も開催しています。

長沼公園
丘陵地にある雑木林に覆われた公園です。クヌギとコナラが中
心の雑木林の中に、何本かコブシの大木があり春に枝いっぱい
の白い花を咲かせます。園路が整備されており、手軽な山歩き
が楽しめます。

２０２０年度八王子市立小学校PTA連合会会長の新庄です。
市内各校のPTAや保護者の会などの皆様、行政や学校の教職員の皆様、地域の皆様、
様々な制限のある中でのご尽力をいただきありがとうございます。
昨年度から続くコロナ禍におけるPTA活動については、それぞれの地域慣習や集まる保護者
の考えを考慮しながら、「時代に合った方法」が求められていると感じています。
今年度は人のため子どものためにやってあげたいことを我慢し、やらない事が評価され、活動
縮小へ見直すきっかけにもなっている学校は少なくないのではないでしょうか。

今年度の小P連は感染拡大に繋がる密集を避け、通年の活動の大部分を取りやめました
代わりに、いくつかのアンケート調査を行いましたが、回答の多くは動揺や先行きを不安視し
た意見でした。しかし、顕在化したリクエストに応える事で安心や理解が生まれました。それぞ
れの取り組み事例を共有することで芽生えた自信が行動につながり、実現した様々な功績
があると実感しています。例えば、学校公開や運動会をオンライン視聴で行えた。委員会、
総会をオンラインやWEBでの書面式で行えた。委員や役員の内容を改めて検討して活動
内容のスリム化が図れた。“やらない事”を選択したことで、“新たなやれる事”、“やってよかっ
た事”の創出に繋がったと前向きに捉えています。

情報が行き交うこと、つまり、他校の様子を知ること、意見を寄せ合うことが小P連の醍醐味
であると感じています。挑戦し、真似をさせてもらい、独自でアレンジし、それぞれに合った活
動が見つけられるよう小P連をご活用ください。
“小学生の親である今を、もっと楽しく！”
皆さまよりヒントをいただきながら、行政・学校・保護者・地域が一枚岩となっていけるよう努め
てまいります。より一層のご支援、ご協力をいただけますよう引き続きよろしくお願いいたします。



片倉台小
今年は、コロナの影響で子どもたちが活躍する場面が少ないことを受け、PTA
から「何か楽しい事が出来ないか？」と学校へ呼びかけ、子どもたちに考えてもら
い「片小アドベンチャー」と名付けて「片小版逃走中」を12月24日に行いました。
逃走中は、子どもたちのお尻につけたしっぽをハンターに扮した先生が狙い、しっ
ぽを取られてしまったら場所を移しミッションをこなしクリアすると逃走中に戻れると
いうルールで行いました。PTAは、ミッション（クイズ）を担当しました。
当日は子どもたちが外でいっぱい遊ぶことができ、「やって良かった！」とみんなが
思えたイベントとなりました。

由木西小
由木西小では、COVID-19の影響により多くのイベントが中止となりましたが、2学期か
ら少しずつ新しい日常において学校活動も再開され、11/7（土）には全校生徒による
運動会が行われました。緊急事態宣言後、初の大規模イベントのため運営方法につい
て学校とPTAが協議を行い、地域の方々の協力を得ながら例年と変わらぬ雰囲気の運
動会が実施できました。今年は子供たちに我慢を強いることが多かったので心配していま
したが、不安を払拭してくれるくらい元気一杯の姿を見せてくれました。運動会の最後には
生徒・PTA・地域の方々が輪になって東京五輪音頭を踊り締めくくりました。
周辺小学校では、運動会が中止になっていましたが、由木西小では小規模校の特長を
生かして全校生徒での実施となりました。
今回の経験を生かし小規模校ならではの特色を活かせる活動ができたらと考えています。

由木東小
由木東小学校は、八王子市の東部に位置します。野猿街道にそって中央・帝京・明
星大学、多摩ニュータウンが広がり、更に開発が進んでいます。年々、児童数が増えて、
24クラス、773名になりました。例年は、地域、おやじ会、放課後子ども教室と連携しなが

ら、様々なイベントがあります。具体的には、多摩動物公園にて子どもたちが動物の生態
を調べて保護者や一般の方に説明する「動物ガイド」、屋台のひろばと工作・体験ひろば
で普段と異なる学校が体験できる「あおぎり祭」、八王子市囲碁連盟の先生が開催する
「囲碁教室」、由木地区の小学校三校に球技大会があります。

本年度は、新型コロナウイルスの感染防止を優先し、多くの活動を中止せざるを得ない
状況でした。その分、PTAは、通学路の点検、見守り登校の安心・安全な活動に集中

して取り組みました。早くコロナウイルス感染症が収束し、子ども達の笑顔が見られる活動
ができることを願ってやみません。

第5ブロック全体の活動
例年ですと、主に由井第一小さんの教室をお借りしてブロック会議をしていました
が今年はZOOMを活用したオンライン会議で情報共有などを行っています。
コロナの状況を見ながら、いろいろな手段を使いながら活動していきます。

由井第三小
コロナ禍のため、PTA活動は中止と
しました。一方で、おやじの会では、
近隣の稲荷神社を借りて、11月7
日（土）、8日（日）両日で駄菓
子屋さんを開催しました。学年別に
時間設定するなど感染対策を行い、
児童の参加者数は、206名と全校
生徒330名の7割近くの児童が顔を
出してくれました。子供達の喜ぶ声は
うれしいですね！！！

由井第一小
由井第一小も今年はPTA活動はほぼ中止
しております。昨年度は北野ストリートフェスで
ピーポ君の家キャンペーンを行い、子供達の
ソーラン節や、商店街の皆さんの屋台のお手
伝いをしました。学校も今年はオリパラに向け
スポーツ大会をしてくださり、先日5.6年生は
ビートレインズの選手を招待して体験教室を
開催しました。低学年、中学年はプロの縄跳
びの方を招待してたくさん縄跳びを跳べるよう
に頑張っていました。

長沼小
長沼小伝統の「ソーランTシャツ染め」を今年も行いました。この活
動の始まりは2006年にさかのぼります。当時の長沼小の教員が、
元同僚の図工専科教員の務める学校へ作品展を見に行きました。
その時に児童が染めた個性あふれるTシャツに出会い、「是非これ
を運動会のソーラン節の衣装にしたい」と考えました。そして中野上
町の「奥田染工場」を紹介してもらいました。高学年児童が指導を
受けながら初めてTシャツを染め、これまで14年間続いています。作
業は体育館と校庭を使って行う大がかりなもので、毎回長時間に
わたります。工場の方が何人も来校してくださり、保護者の手伝い
も多数必要です。
今年は学校で作業の一部を行い、大半を工場でしていただく形
となりました。例年以上のご協力のもと、子供たちはONLY ONEの
Tシャツをまとい、力強いソーラン節を披露しました。心からの感謝を
忘れず、大切に守っていきたい活動です。

横山第一小
横一小では、今年度はコロナ感染症により、PTA活動を中止しましたが、その中で地
区委員さんが取りまとめをしてくださり登校班での登校を実施しています。緊急事態宣
言により例年とは違い、子どもたちも不安な気持ちでのスタートとなりましたが、集合場
所でいつも一緒に登校するお友達を見て楽しい学校の再開に安心した様子がみられま
した。下級生の時は列から遅れたり、走ってしまったなど安全に対してまだわからないこと
が多いなか、上級生が自分たちが下級生だったころとは違い自分の安全だけではなく、
みんなの安全を考えられるようになり、優しく教えて安全に登校をしています。保護者の
方からは、「登校班のおかげで時間の感覚が身についた。」、「お友だちのことを考える思
いやりの心ができました」というお声もいただいています。集団登校により、自分の安全だ
けでなく、みんなが安全に登校するには何が大切かを学び、それを受け継いで一人一人
が成長していると感じます。


